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＜病棟連絡事項＞
・緊急連絡網の変更をしています。各自参照して下さい。

・退院支援担当者などの変更があります。メール参照して下さい。
・掃除機の修繕依頼をしています。
＜患者様連絡事項＞
・深澤Dr.の臨時薬継続処方となっています。

・中居　松男様～南部町役場より介護保険新規申請認定結果通知が届き、要介護1となっています。
・山下　佳奈様～かねた耳鼻科からの持参薬1/25までとなっています。母様より代理受診日の連絡が来次第、入院証明書の依頼をしていきましょう。
・小笠原　大雄様～計画相談　柿の木苑　工藤氏とPSWで連絡を取り合っています。詳細は記録参照して下さい。
・中里　慶子様～同室者のいびきがうるさいことから居室変更の希望があります。26号室も同様であることから変更しない事としています。
・島脇　法依様～Aユニットで入浴させる際に脱衣するまで見守り・声掛けしていきましょう。
・森　政博様～衣類の自己管理について、本日入浴時は汚染衣類の回収をすることとしています。
・中居　敬悦様～紛失した本人の肌着や靴下は捜索していますが見つからずにいます。
・金山　辰巳様～発熱あり、臨時薬カロナール6T3×毎食後が開始となる。
・小笠原　大雄様～不眠時デエビゴ5回分処方。

・船田　泰子様～便秘時ピコスルファートナトリウム内用液1本処方。
＜要注目患者様ケース検討＞
・金山　辰巳様～早朝発熱あり、コロナ・インフルエンザ検査し陰性。以降易怒性あり、再検できていません。ふらつきはなく食事摂取はできています。経過見ていきましょう。
・高杉　洋子様～嘔気嘔吐なく食事摂取出来ています。吸い飲みにはすっきりクリミールと水を入れて飲ませていきましょう。
・木村　柚子様～昼食前に嘔気訴えありますが、昼食は1/3摂取出来ています。引き続き消化器症状の観察をしていきましょう。
・高柳　和子様～他室侵入、盗癖が顕著であることから23号室へ居室変更する事としています。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞
・高柳　和子様～1/10嘔吐あったが以降症状ないこと、退室侵入、盗癖頻回で他患者様の荷物を入れ替え他患者様の部屋入口にペーパータオル置く行為等クレームとなっている事、他者の持ち物にサインしようとする行為あること情報提供。診察では他室侵入や盗癖についてきかれると行為を否定。主治医より再度上記行動はしないよう説明を受けている。臨時薬ロラゼパム（0.5）3T3×が追加となる。
・成田　賀枝様～食事の際むせ込み強く食事形態変更し、お菓子も預かりとしたが不満言動あること情報提供。診察でもせんべい預かられたことに不満言動繰り返し「もう帰ります。」と訴えあり。
むせ込み落ち着いたらお菓子許可すること説明するも理解不良さあり。咳嗽あるとの事で本日昼よりレスプレン（20）3Ｔ3×が本日昼より3日間開始となる。他継続処方。
・安達　貴弘様～胃痛訴え頓服使用している事、今週落ち着いていたこと情報提供。胃痛時10回分処方、他継続処方。
・畑中　成夫様～医療費返還払いがあったこと、特定女性スタッフへ話し掛け頻回であること情報提供。診察では特定スタッフが夜勤で不在かなと思い落胆したが夜勤勤務していると知り、喜びがあった為必要な存在で妻にしたい事、北病棟特定女性スタッフも良いと思っているがダメか主治医に熱弁。主治医よりダメであると説明受けるも理解不良さあり。内服継続処方。
・小栗　健太郎様～内服継続処方。不眠時7回分処方。 

・小泉　裕子様～水の音を聞き、妄想言動あるが日課への支障は無い事情報提供。
診察では鼻の穴が盛り上がり痛いとの事で水の神様に相談し発明したネーブルファインという薬を処方してほしいと妄想言動あり。主治医より上記薬は無いと説明受けている。
リスパダール（1）2T中止、ペロスピロン（4）3T3×が追加。
・武田　宣子様～青山荘見学進めていくよう指示あり。

・木村　柚子様～外出より帰院後ソワソワ感や退院に関する訴えあったが以降は言った得ない事、母様の情報でトイレが汚い為、病棟移動希望していたこと上記理由もあり便秘となっていること情報提供。
診察では錠剤等は苦手と話している。主治医より毎夕ピコスルファートナトリウム内用液5～10滴内服するよう指示あり。
＜金Dr.患者様診察情報＞
・西　和世様～1/14一時的に嘔気あったが以降訴え無い事情報提供。診察では昔心臓カテーテルしたことあり、定期的に動悸すると話している。
主治医より動悸や冷や汗等症状あった際はバイタル測定や脈実測するよう指示あり。
・高杉　洋子様～定期的に嘔吐繰り返し、食事は数口～1/4とムラあること悲観的言動あること活気はあり、口腔ケアや洗面は自身で出来る事情報提供。診察では元気になって娘と暮らしたいと話している。
明日採血指示あり。点滴は変更せず継続するように指示あり。
内服継続処方。
・沼山　真紀子様～便秘時アローゼン10回分処方。

・大釜　美香子様～テンキー弄りや下着姿での徘徊、詰所侵入し薬を持って行こうとする行為あった事情報提供。診察では筆談で許してください。救出して下さい。と繰り返し同行為について理由を聞かれるも上記内容を筆談し疎通は取れず。
コントミン（25）6T→（50）8Tへ増量となる。
・澤田　真里様～不穏時10回分処方。
＜皮膚科診察情報＞

・森　政博様～タベジールが継続処方。
・矢倉　アツ子様～両乳房下、下腹部に発赤あり、エキザルベ軟膏塗布継続、1本処方。

・高杉　洋子様～テラマイシン軟膏+ガーゼ保護継続。
